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付 録

遺伝子名の表記について

現在，動物では遺伝子名の表記については，ヒト遺伝子での名前を標準に統一がはかられている．そこで本書では
　遺伝子名は大文字のイタリック表示
　タンパク質名はそのローマン表示

を原則とすることにする．出芽酵母，シロイヌナズナでもこの方式に沿っている．マウスやニワトリなど最初の文字だけ大
文字表記とする生物も多いため，その方式で表示される場合もある．しかし，研究対象の生物ごとに慣習が違うので，今後
専門分野に入った際には，それぞれ生物ごとのルールに慣れる必要がある．

遺伝学では大文字表記は顕性遺伝子を示し，それに対する潜性遺伝子は小文字イタリックで表されることが多い．その際
に潜性遺伝子の方が端緒となって研究が進むと小文字表記の遺伝子名で通されることも多い．




